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　12月定例会は、12月３日から17日までの15日間の会期で開かれ、
町長提出議案の補正予算、条例改正に加え、議員の提出議案など、あ
わせて25件を審議しました。

1212月月

令和令和２２年年1010月月からから
指
定
ご
み
袋

指
定
ご
み
袋導

入
導
入

　令和２年10月１日から、家庭ごみ
のうち可燃ごみの排出方法に、一人
世帯の方など、ごみの量が少ない方
が排出量に応じた負担でゴミを出せ
るように、現行のごみ処理券を貼っ
て出す方法に加え、新たに10リット
ルと20リットルの２種類の有料指定
ごみ袋が導入されることになります。

※P5参照

区　　　分 改定前ごみ
処理手数料

改定後ごみ
処理手数料

燃えるごみ

容量が 10㍑相当の指定ごみ袋
１袋につき 15円

容量が 20㍑相当の指定ごみ袋
１袋につき 25円

容量が 45㍑以下のごみシール
　１枚につき 30円 35円
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　一般会計では、歳入で固定資産税の調定見込みによる増額、国・県補助金の内示及び精算に伴う
補正のほか、能登中核工業団地における土地売払収入の追加を主とし、歳出で障害児通所支援事業
やみらいとうぶ定住促進奨励金の増額、さらには都市計画道路福野川尻橋線整備事業にかかる測量
設計委託料の追加を主とし、所要額を補正するものです。

令和元年度12月補正予算令和元年度12月補正予算

会　計　名 補　正　額 予　算　額

一 般 会 計 ８３４７万円 １３４億６２０７万円

特 

別 

会 

計

国 民 健 康 保 険 １６５３万円 ２３億９６０６万円

後 期 高 齢 者 医 療 １５万円 ３億３８８２万円

介 護 保 険 ２２万円 ３０億３４８９万円

ケーブルテレビ事業 ２２万円 ４億６７５８万円

をすべて可決

志志っっ賀賀りり  チェック！チェック！

予算決算常任委員会

委員会審査

小
中
学
校
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
整
備
状
況
は

質
疑　

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
充
足

率
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　

今
後
、
台
数
の
追
加
は
あ

る
か
。

答
弁　

４
人
に
１
台
の
配
置

状
況
で
あ
る
。

　

国
の
経
済
対
策
で
、
１
人

に
１
台
と
新
聞
で
報
道
さ
れ

た
が
、
現
時
点
で
正
式
な
通

知
が
な
い
。

非
常
用
電
源
設
備
の

整
備
状
況
は　

質
疑　

地
域
介
護
・
福
祉
空

間
整
備
等
施
設
整
備
事
業
は
、

介
護
施
設
等
へ
の
非
常
用
電

源
設
備
を
整
備
す
る
補
助
メ

ニ
ュ
ー
で
あ
る
が
、
町
内
の

整
備
状
況
を
聞
く
。

答
弁　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な

ど
入
所
の
で
き
る
施
設
の
う

ち
、
現
在
は
整
備
済
み
が
１

施
設
、
整
備
中
が
３
施
設
、

申
請
中
が
１
施
設
で
あ
る
。

ま
す
ほ
の
丘
住
宅
の

入
居
状
況
は　

質
疑　

ま
す
ほ
の
丘
フ
ァ
ミ

リ
ー
棟
、
単
身
棟
の
入
居
状

況
は
ど
う
か
。

答
弁　

現
在
、
単
身
棟
は
８

戸
の
う
ち
５
戸
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
棟
は
12
戸
の
う
ち
４
戸

が
、
入
居
済
み
で
あ
る
。

当初予算、補正予算、決算にかかる分野を審査します。

子育て世子育て世帯
新婚世帯向けの
住宅です!
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5,000円、35,000 33円円、、円円、円 33円、円 、、、000000000000000000000000000000000 、円、円円円円、円円円、円円円円円円円3336 036636336 066,066633 000000 円0円0円0円円0円0000円00円0000000000000006 0000000000000,00000000000006,00000,004545
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は●駐車場は、月1台につきつきつきつききつつき台11台台台台1は、月月月月月11月月月月1月月月月1台につ● 、車場

1,000円円でです。すですですですですす。す。すす。1,0
（1戸につき2台まで）ま台台台き2ききき 台ま2台2台2き2台き2ききき 台ま台台台ま台きき2きき ままま ）で））台台台つき 台き2き2き2台2き2 で）ででででまでででまでままままままままで1戸 （1
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令和元年10月から供用開始されているますほの丘住宅
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質
疑　
取
得
し
た
工
場
用
地

に
対
し
、
税
の
減
免
制
度
は

あ
る
か
。
あ
れ
ば
、
そ
の
期

間
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

質
疑　
指
定
管
理
者
で
あ
る

志
賀
農
協
と
出
品
者
の
双
方

で
、
利
益
は
確
保
さ
れ
て
い

る
か
。
町
も
介
入
し
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
何
か
政
策
は

考
え
て
い
る
か
。

答
弁　
あ
く
ま
で
、
志
賀
農

協
と
出
品
者
で
検
討
す
べ
き

で
あ
る
と
思
う
が
、
町
と
し

て
も
協
力
し
て
い
く
。

答
弁　
譲
渡
す
る
際
、
そ
の

土
地
ご
と
に
不
動
産
鑑
定
士

の
評
価
を
受
け
て
い
る
。
そ

の
地
点
や
場
所
に
よ
っ
て
価

格
は
変
わ
る
。

質
疑　

株
式
会
社
Ｔ
Ｓ
Ｇ

に
譲
渡
す
る
工
場
用
地
の

土
地
単
価
は
、
坪
当
た
り
８
，

２
６
４
円
が
妥
当
な
金
額
か
。

　
工
業
団
地
内
の
工
場
用
地

は
、
ど
こ
も
同
じ
単
価
で
譲

渡
す
る
の
か
。

能
登
中
核
工
業
団
地
の
土
地

譲
渡
価
格
は
適
正
か

質
疑　
期
末
手
当
は
、
制
度

対
象
者
の
全
て
に
支
給
さ
れ

る
の
か
。

　
財
政
面
へ
の
影
響
や
制
度

対
象
者
の
待
遇
面
は
。

答
弁　
週
に
22
・
５
時
間
以

上
勤
務
さ
れ
る
方
が
支
給
対

象
と
な
る
。

　
制
度
導
入
に
よ
り
、
給
与

費
は
増
額
に
な
る
が
、
勤
務

条
件
等
の
処
遇
改
善
が
図
ら

れ
る
。

【
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
と
は
】

　
就
業
時
間
が
週
38
時
間
45

分
以
上
と
未
満
に
区
分
さ

れ
、
従
来
の
非
正
規
職
員
に

は
な
か
っ
た
期
末
手
当
の
支

給
や
人
事
評
価
が
導
入
さ
れ

ま
す
。

会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
導
入
の
対
応
は

志志っっ賀賀りり  チェック！チェック！

総務産業建設常任委員会

委員会審査

役場内部事務や地場産業にかかる分野を審査します。

答
弁　
半
島
振
興
法
に
該
当

す
る
事
業
の
用
に
供
す
る
場

合
、一
定
の
要
件
は
あ
る
が
、

土
地
、
建
物
、
償
却
資
産
を

含
め
て
、
３
年
間
の
減
免
措

置
（
不
均
一
課
税
）
の
対
象

と
な
る
。

農
産
物
直
売
所

利
益
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か

地元の農産物などが並ぶ
みちのえき旬菜館

能登中核工業団地

譲渡される工場用地
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質
疑　
体
育
施
設
及
び
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
営
業
時

間
が
変
更
と
な
る
が
、
利
用

者
へ
の
影
響
は
。

答
弁　
令
和
２
年
１
月
か
ら
、

日
・
祝
日
の
利
用
者
が
少
な

い
時
間
帯
を
早
く
閉
め
る
こ

と
に
し
た
。

　
影
響
が
あ
る
場
合
は
、
旧

小
学
校
の
体
育
館
利
用
な
ど

を
ご
案
内
す
る
。

指
定
ご
み
袋
導
入

町
民
の
生
活
へ
の
影
響
は

指
定
管
理
料
は

値
下
げ
で
き
な
い
か

質
疑　
令
和
２
年
10
月
１
日

か
ら
導
入
さ
れ
る
指
定
ゴ
ミ

袋
の
目
的
と
金
額
の
設
定
根

拠
は
。

答
弁　
今
回
の
改
正
は
、
単

身
世
帯
や
高
齢
世
帯
の
増
加

に
よ
り
、
排
出
量
に
応
じ
た

負
担
に
し
た
こ
と
と
、
家
庭

ご
み
減
量
化
が
目
的
で
あ
る
。

　
従
来
は
、
45
リ
ッ
ト
ル
以

下
で
あ
れ
ば
、
30
円
の
ご
み

シ
ー
ル
を
貼
っ
て
出
し
て
も

ら
っ
て
い
た
。
導
入
後
は
、

10
リ
ッ
ト
ル
、
20
リ
ッ
ト
ル

の
指
定
ご
み
袋
を
追
加
し
、

30
円
の
ご
み
シ
ー
ル
を
35
円

に
改
め
る
。

　
金
額
の
設
定
は
、
羽
咋
市

と
宝
達
志
水
町
を
勘
案
し
、

両
市
町
の
ほ
ぼ
中
間
と
し

た
。

教育民生常任委員会
教育や住民の暮らしにかかる分野を審査します。

営業時間が変更になる
　　体育施設（総合体育館）

【羽咋郡市内の比較】

市町名 / 容量 10㍑ 20㍑ 45㍑

志　賀　町 15円/袋 25円/袋 35円/ｼｰﾙ１枚

羽　咋　市 20円/袋 30円/袋 50円/袋

宝達志水町 採用なし 20円/袋 40円/袋

　
　質

疑　

今
回
、
ミ
ズ
ノ
ス

ポ
ー
ツ
が
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
と

な
っ
た
こ
と
で
、
多
く
の
施

設
を
一
元
管
理
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
指
定
管
理
料
の
更

な
る
値
下
げ
交
渉
は
で
き
な

い
か
。

答
弁　
一
元
管
理
す
る
こ
と

で
、
人
件
費
を
抑
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
管
理
料
の
値
下

げ
を
交
渉
中
で
あ
る
。

【体育施設　営業時間変更内容】※大会等の開催がある場合は変更があります。

施設名
開館時間（7～9月） 閉館時間（日・祝日）

変更前 変更後 変更前 変更後

体　育　施　設 午前９時
午前９時

午後10時
午後５時30分

B＆G海洋センター 午前10時 午後７時

議会だより　しか　№ 58
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議議 決決 結結 果果
議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

88 地域振興拠点施設の指定管理者の指定 … アクアパーク シ・オンの指定管理に、引き続きシ
オンマネージメント株式会社を指定管理者として５年間指定する。

可決
賛13　反0

89 農産物直売所の指定管理者の指定 … みちのえき 旬菜館の指定管理に、引き続き志賀農業協同
組合を指定管理者として５年間指定する。

可決
賛13　反0

90 体育施設及び志賀町富来Ｂ＆Ｇ海洋センターの指定管理者の指定… 引き続き、ミズノス
ポーツサービス株式会社を指定管理者として５年間指定する。

可決
賛13　反0

91 志賀の郷運動公園施設の指定管理者の指定 … 引き続き、株式会社いこいの村能登半島を指定
管理者として５年間指定する。

可決
賛13　反0

※議長は採決に加わりません。

議会議案
議案名 提出議員 議案の内容

精神障がい者に対する公共

交通機関の一層の運賃割
引を求める意見書

表谷茂浩

　国の障がい者支援施策は、身体障がい、知的障がい、精神障
がいの３障がいの一元化が基本的な方針とされているが、障が
い者に対する運賃割引制度を精神障がい者に適用していない交
通事業者も多い状況となっており、交通事業者に対し、精神障
がい者に対する公共交通機関の運賃割引の適用について、より
一層の働きかけを行うよう強く求める。

持続可能な地域医療提供
体制の構築を求める意見書

冨澤軒康

　公立・公的医療機関は、地域における基幹的な医療機関とし
ての使命と役割を担っている。これらの役割は地域によって異
なることから、再編・統合については地域医療の実態を踏まえ
て取り組む必要がある。
　持続可能な地域医療提供体制を構築するため、下記の事項に
取り組むよう強く求める
1. 地域医療構想の実現に当たっては、関係者間で丁寧に議論を
行なうこと。

2. 公立・公的医療機関の再編・統合は、結論を得る時期は地域
の実情を踏まえて柔軟に対応すること。

3. 地域医療構想の実現に向けては、公立・公的医療機関、民間
医療機関の別なく国費による財政支援を実施するなど、財政
措置を含む支援策の強化を図ること。

人権擁護委員
の諮問

人権擁護委員の任期満了に伴う推薦で、村上栄子氏（再任）、三好つる江氏
（再任）を適任と答申しました。

議会だより　しか　№ 58
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1212月月定定例例会会
議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

議案
71 令和元年度一般会計補正予算 … ３ページ参照 可決

賛12　反1

72～ 75 令和元年度国民健康保険特別会計補正予算～令和元年度ケーブルテレビ事業特別会計
補正予算 … ３ページ参照

可決
賛13　反0

76
会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例 … 地方公務員法及び地方自治法の一
部を改正する法律の施行に伴う、臨時・非常勤等職員の適正な任用及び勤務条件を確保するため
新たに会計年度任用職員制度が導入されることから、条例を制定。

可決
賛13　反0

77
地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関
する条例 … 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、新たに会計年度
任用職員制度が導入されることから、関係する条例の所要の改正。

可決
賛13　反0

78
議会議員等の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
 … 一般職の国家公務員の給与改定（人事院勧告）に準じ、特別職の国家公務員の特別給（ボーナス）
が改定されることを踏まえ、所要の改正。

可決
賛12　反1

79
常勤の特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 … 一般職の国家公務員の
給与改定（人事院勧告）に準じ、特別職の国家公務員の特別給（ボーナス）が改定されることを踏ま
え、所要の改正。

可決
賛12　反1

80
一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 … 一般職の国家公務員の給与改
定（人事院勧告）に準じ、一般職の職員の給与に関する法律等の一部が改正されることを踏まえ、
所要の改正。

可決
賛13　反0

81 富来活性化センター条例の一部を改正する条例 … 富来活性化センターの運営管理の円滑化
を図るため、その権限を教育委員会から町長部局へ移管するにあたり、所要の改正。

可決
賛13　反0

82

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例 … 幼児教育・保育の無償化に伴い、子ども・子育て支援法の一部を改正する
法律が施行され、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準が見直された
ことから、所要の改正。

可決
賛13　反0

83
廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例 … 45リットル以下のごみ袋
に、ごみ処理券を貼付して排出する方法に加え、新たに、10リットル及び20リットルの容量の
小さい指定ごみ袋を導入し、併せて、金額の見直しや設定など、所要の改正。

可決
賛12　反1

84 都市公園条例の一部を改正する条例 … 都市公園に、みらいとうぶ公園及び夕陽ヶ丘公園を
加え、既存の志賀町夕陽ヶ丘公園条例を廃止するため、所要の改正。

可決
賛13　反0

85 財産の取得について「水陸両用８輪バギー」 … 水陸両用８輪バギー２台を取得するにあた
り、有限会社サポートマーケティングサービスから1,760万円で取得する。

可決
賛13　反0

86 財産の処分について「能登中核工業団地内の工場用地」 … 能登中核工業団地内の工場用地
を株式会社ＴＳＧに売却する。

可決
賛13　反0

87 損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定 … 西日本電信電話株式会社金沢支店に損害賠
償する。

可決
賛13　反0

議会だより　しか　№ 58
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福
田　

本
町
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
助
成

対
象
者
は
、「
町
民
で
、
接

種
当
日
に
満
１
歳
か
ら
満
18

歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
に
あ
る

方
」
だ
が
、
現
在
、
医
療
機

関
で
は
生
後
６
か
月
か
ら
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
可
能
で
あ

り
、
Ｗ
Ｈ
О
の
奨
励
も
、「
６

か
月
以
上
か
ら
５
歳
未
満
の

児
童
」
と
さ
れ
、
周
辺
自
治

体
で
生
後
６
か
月
か
ら
の
費

用
助
成
が
通
例
と
な
っ
て
き

て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
助
成

枠
を
生
後
６
か
月
か
ら
と
す

る
べ
き
と
考
え
る
が
町
長
の

考
え
は
。

町
長　

他
の
予
防
接
種
と
の

間
隔
や
副
作
用
等
を
、
主
治

医
と
相
談
す
る
よ
う
保
護
者

に
注
意
喚
起
し
、
来
年
度
か

ら
助
成
対
象
年
齢
を
「
生
後

６
か
月
か
ら
」に
拡
充
す
る
。

福
田　

今
後
、
旧
土
田
小
以

外
の
校
舎
が
取
り
壊
し
予
定

で
あ
り
、
貴
重
な
物
品
も
あ

る
。

　

旧
土
田
小
の
空
き
部
屋
を

利
用
し
て
、
各
学
校
の
品
々

の
展
示
ス
ペ
ー
ス
設
置
、
文

化
財
の
恒
久
的
な
展
示
場
と

し
て
の
利
活
用
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

教
育
長　

旧
小
学
校
の
ト
ロ

フ
ィ
ー
、
寄
贈
品
や
埋
蔵
文

化
財
な
ど
は
、
そ
の
ま
ま
各

学
校
で
保
管
し
て
い
る
。
旧

土
田
小
学
校
は
耐
震
化
済
み

で
あ
る
が
、
恒
久
的
な
展
示

場
の
設
置
は
難
し
く
、
今
後

も
文
化
ホ
ー
ル
の
展
示
室
等

を
活
用
と
す
る
。

福田　晃悦　議員

子ども
インフルエンザ予防接種

助成枠の拡充を

令和２年度から拡充する
町長

利活用が検討される旧土田小学校

そ
の
他
の
質
問

一 般 質 問

文
化
財
等
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
に

　

旧
土
田
小
学
校
を
利
活
用
し
て
は

文
化
ホ
ー
ル
で
一
括
管
理

教
育
長

福
田　

災
害
時
の
ご
み
仮

置
き
場
な
ど
を
定
め
る

「
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
」

の
策
定
を
含
め
、
今
後
の

取
組
を
問
う
。

環
境
安
全
課
長　

計
画
は

来
年
度
中
に
策
定
予
定
。　

　

災
害
廃
棄
物
処
理
は
、

民
間
の
廃
棄
物
処
理
業
者

等
と
支
援
協
定
の
締
結
を

検
討
し
て
い
く
。

議会だより　しか　№ 58
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そ
の
他
の
質
問

町政を町政を問問う !う !

町
長　

地
域
や
各
種
団
体
の

リ
ー
ダ
ー
的
な
役
割
を
担
う

多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
と
考
え
て
い
る
。

　

一
度
の
説
明
で
、
参
加
者

全
員
の
理
解
を
得
る
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
て
お
り
、
い

た
だ
い
た
多
く
の
貴
重
な
ご

意
見
は
、
今
後
の
取
り
組
み

の
参
考
と
す
る
。

　

自
主
防
災
組
織
結
成
の
支

援
等
は
、
常
時
、
相
談
に
応

じ
て
お
り
、
財
政
的
な
支
援

で
は
防
災
資
機
材
の
配
備
に

助
成
し
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
防
災
組
織
の

設
立
、
防
災
訓
練
実
施
の
支

援
、
協
力
を
行
う
。

林　

11
月
下
旬
に
開
催
し
た

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
出

席
状
況
、出
席
者
の
顔
ぶ
れ
、

内
容
の
周
知
、
意
見
の
汲
み

上
げ
等
を
ど
の
よ
う
に
評
価

す
る
か
。

　

今
後
、
自
主
防
災
組
織
の

設
立
が
求
め
ら
れ
る
が
、
行

政
側
は
ど
の
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
の
か
。

林　

現
状
の
運
営
状
況
の
評

価
を
問
う
。
ま
た
、
団
体
の

活
動
実
態
の
把
握
、
活
動
の

成
果
の
検
証
は
行
っ
て
い
る

か
。

　

当
制
度
を
有
効
活
用
し
、

継
続
す
る
に
は
事
務
の
一
元

化
や
活
動
団
体
間
で
交
流
・

情
報
共
有
も
必
要
と
思
う

が
、
今
後
の
予
定
を
問
う
。

農
林
水
産
課
長　

今
年
度
、

65
組
織
が
制
度
を
活
用
し
、

概
ね
適
切
に
運
用
さ
れ
、
良

好
な
農
業
、
農
村
環
境
の
保

全
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

こ
の
制
度
は
、
あ
く
ま
で

も
国
に
お
い
て
制
度
設
計
さ

れ
た
も
の
で
、
作
業
日
報
や

写
真
・
支
払
等
の
事
務
は
、

各
組
織
で
行
っ
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
る
。

自
主
防
災
組
織
の
設
立

　
　
　

行
政
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は

引
き
続
き
支
援
を
行
う

町
長

多面的機能支払交付金制度
　　　　　　　　　　運営状況は

適切に運用している 農林水産課長

林　　一夫　議員

事業により良好な農村環境
の保全が広がる

林　

令
和
２
年
度
予
算
の

編
成
方
針
は

①
現
状
認
識
と
未
来
の
施
政

②
志
賀
原
子
力
発
電
所
に

係
る
減
収
見
込
み
と
、

そ
の
補
填
は
如
何
に
行

う
か
。

③
消
費
税
増
税
に
よ
る
個

人
消
費
の
落
ち
込
み
、

製
造
業
の
減
収
を
ど
の

く
ら
い
税
収
に
見
込
む

か
。

企
画
財
政
課
長　

①
町
税
の
減
少
、
社
会
保

障
費
を
含
む
歳
出
の
増

加
が
見
込
ま
れ
、
厳
し

い
状
況
が
続
く
と
認
識

し
て
い
る
。

②
現
時
点
で
約
９
千
万
円

の
減
収
を
見
込
む
。
す

べ
て
の
事
務
事
業
で
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ

ル
ド
の
徹
底
を
図
り
、

財
源
の
確
保
に
最
大
限

努
力
す
る
。

③
固
定
資
産
税
等
の
納
税

義
務
者
減
少
、
法
人
町

民
税
率
改
正
等
の
減

収
に
よ
り
、
約
１
億
４

　

千
万
円
減
の
43
億
円
程

度
を
見
込
む
。

議会だより　しか　№ 58
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一 般 質 問

南　

先
般
、
厚
生
労
働
省
は

全
国
の
公
立
病
院
や
日
赤
な

ど
の
公
的
病
院
の
う
ち
、
診

療
実
績
が
乏
し
い
な
ど
と
判

断
し
た
４
２
４
病
院
に
統
廃

合
を
含
め
た
再
編
の
検
討
を

求
め
る
こ
と
を
決
め
、
病
院

名
を
公
表
し
た
。

　

富
来
病
院
も
リ
ス
ト
に
含

ま
れ
て
お
り
、
９
月
ま
で
に

具
体
的
結
論
を
示
す
よ
う
に

要
請
し
て
い
る
。
業
績
も
回

復
基
調
に
あ
り
、
地
域
に
不

可
欠
な
同
病
院
の
存
続
策
を

聞
く
。

町
長　

同
病
院
で
は
、
介
護

医
療
院
の
開
設
な
ど
、
地
域

の
実
情
に
見
合
っ
た
病
床
機

能
へ
の
転
換
に
よ
り
、
厚
生

労
働
省
が
求
め
る
見
直
し
改

革
は
既
に
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

経
常
収
支
は
黒
字
化
と
な
る

見
込
み
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
将
来
の
人
口
構

成
の
変
化
に
よ
る
医
療
需
要

を
踏
ま
え
、
地
域
の
実
情
や

患
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
改

革
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

く
。

南　

先
の
防
災
、
減
災
を

テ
ー
マ
と
し
た
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
、
行
政
と
連
携

し
た
防
災
訓
練
が
強
く
求
め

ら
れ
た
。
各
地
区
に
お
け
る

訓
練
実
施
の
啓
発
と
、
行
政

と
し
て
の
更
な
る
積
極
的
な

施
策
を
求
め
る
。

環
境
安
全
課
長　

土
砂
災
害

警
戒
区
域
等
に
指
定
さ
れ
て

い
る
地
区
と
連
携
し
た
訓
練

を
充
実
さ
せ
、
そ
れ
以
外
の

防
災
訓
練
を
開
催
し
た
こ
と

が
な
い
地
区
に
対
し
て
も
、

自
主
的
な
防
災
訓
練
の
開
催

を
積
極
的
に
促
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
訓
練
内
容
の
ア
ド

バ
イ
ス
、
炊
き
出
し
訓
練
用

の
備
蓄
食
料
の
提
供
の
ほ

か
、
で
き
る
限
り
の
協
力
、

連
携
を
し
て
い
く
。

南　　正紀　議員

富来病院の存続策は

地域の実情に応じた
改革を推進する 町長

今後、求められる自主防災

そ
の
他
の
質
問

防
災
訓
練

　

行
政
の
積
極
的
な
施
策
を

引
き
続
き

支
援
・
協
力
を
行
う

環
境
安
全
課
長

南　

女
川
原
子
力
発
電
所

が
、
事
実
上
再
稼
働
の
審

査
に
合
格
、
志
賀
原
子
力

発
電
所
は
審
査
に
大
き
な

進
展
は
見
ら
れ
な
い
。
当

町
と
北
陸
電
力
は
共
存
共

栄
の
関
係
が
最
重
要
で
あ

る
が
、
特
定
の
財
源
に
頼

ら
な
い
町
づ
く
り
が
必
須

で
あ
る
。

　

労
働
力
の
確
保
、
地
場

産
業
・
地
元
企
業
の
発
展

な
ど
、
将
来
へ
の
展
望
を

聞
く
。

企
画
財
政
課
長　

原
子
力

発
電
所
に
頼
ら
な
い
町
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
た

め
、
企
業
誘
致
に
よ
る
雇

用
の
場
の
創
出
、
地
域
産

業
の
振
興
な
ど
、「
第
２

期
志
賀
町
総
合
戦
略
」
で

問
題
解
決
の
方
向
性
を
示

し
、
町
の
将
来
に
向
け
た

新
た
な
戦
略
を
取
り
ま
と

め
て
い
く
。

議会だより　しか　№ 58
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町政を町政を問問う !う !

そ
の
他
の
質
問

町
長　

厚
生
労
働
省
の
公
表

は
、
大
変
遺
憾
に
思
っ
て
い

る
。

　

今
後
、
県
地
域
医
療
構
想

調
整
会
議
を
通
し
て
、
富
来

病
院
で
は
既
に
病
床
機
能
の

転
換
な
ど
の
改
革
に
取
り
組

み
、
経
営
改
善
に
繋
が
っ
て

い
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
て

い
く
。

　

同
病
院
の
再
編
・
統
合
は

考
え
て
い
な
い
。

中
谷　

厚
労
省
か
ら
同
病
院

が
「
再
編
や
統
合
の
議
論
が

必
要
」と
指
摘
さ
れ
た
事
は
、

改
め
て
今
議
会
で
、「
あ
ま

り
に
も
乱
暴
な
厚
労
省
の
病

院
再
編
統
合
、
病
院
名
公
表

に
抗
議
し
、
撤
回
を
求
め
、

再
編
・
統
合
は
行
わ
ず
、
富

来
病
院
を
地
域
医
療
確
保
の

要
と
し
て
今
後
も
維
持
、
充

実
に
努
め
る
」
と
の
言
明
を

求
め
る
。

中
谷　

本
町
の
子
ど
も
達

が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
助
成
を
受
け
る
に

は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
か

富
来
支
所
で
接
種
券
を
も
ら

い
、
改
め
て
医
療
機
関
へ
接

種
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

高
齢
者
の
よ
う
に
、
は
じ

め
か
ら
接
種
券
を
送
付
し
、

保
護
者
の
利
便
性
を
図
る
な

ど
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
が
出
来
る
よ

う
改
善
し
て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
課
長　

子
ど
も
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

は
、
保
護
者
の
判
断
で
行
う

任
意
接
種
で
あ
り
、
当
町
で

は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と

富
来
支
所
の
２
か
所
で
申
請

を
受
け
付
け
、
接
種
券
を
交

付
し
て
い
る
。

　

窓
口
交
付
は
、
母
子
健
康

手
帳
で
予
防
接
種
歴
、
未
接

種
の
状
況
等
の
確
認
や
助
言

を
、
面
談
で
保
護
者
に
行
う

貴
重
な
機
会
と
捉
え
て
い
る
。

　

今
後
も
面
談
を
通
し
、
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
た

め
、
接
種
券
の
郵
送
は
考
え

て
い
な
い
。

富
来
病
院

再
編
・
統
合
を
行
う
な

再
編
・
統
合
は
考
え
て
い
な
い

町
長

子どものインフルエンザ予防接種の
　　　　　　　　　　接種券送付を

郵送は考えていない 健康福祉課長

中谷　松助　議員

中
谷　

原
子
力
発
電
所
立

地
自
治
体
と
し
て
、
実
効

性
あ
る
原
子
力
防
災
計
画

と
訓
練
が
必
要
で
あ
る
。

第
１
種
放
射
線
取
扱
主
任

者
の
資
格
を
持
つ
専
門
家

を
招
き
、
助
言
体
制
を
と

る
べ
き
で
は
。

環
境
安
全
課
長　

今
後
、

有
資
格
者
な
ど
の
専
門
家

に
助
言
を
い
た
だ
け
な
い

か
、
県
と
協
議
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

中
谷　

ほ
と
ん
ど
の
自
治

体
で
、
子
ど
も
の
医
療
費

は
病
院
窓
口
で
無
料
化
が

定
着
し
て
い
る
。
一
刻
も
早

く
実
施
す
る
よ
う
求
め
る
。

住
民
課
長　

申
請
が
必
要

で
な
く
て
も
自
己
負
担
を

徴
収
し
て
い
る
市
町
が
あ

る
。

　

本
町
は
申
請
が
必
要
だ

が
、
18
歳
ま
で
子
ど
も
の

医
療
費
は
全
額
無
料
で
あ

る
。

地域医療を担う富来病院

議会だより　しか　№ 58
令和２年１月30日発行11
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一 般 質 問

堂
下　

国
会
で
審
議
さ
れ
て

い
る
教
員
の
働
き
方
改
革
法

案
は
、
労
働
時
間
の
削
減
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
か
。
ま

た
、
教
職
員
の
希
望
者
が
減

少
し
て
い
る
現
実
へ
の
見

解
、
ブ
ラ
ッ
ク
職
場
か
ら
脱

出
す
る
た
め
の
改
善
と
改
革

の
ポ
イ
ン
ト
を
聞
く
。

教
育
長　

時
間
外
勤
務
に
一

定
の
歯
止
め
を
か
け
る
と
思

う
が
、
す
ぐ
に
は
労
働
時
間

の
削
減
に
つ
な
が
ら
な
い
と

考
え
る
。

　

県
で
は
、
教
職
員
へ
の
希

望
者
が
減
少
す
る
状
況
を
受

け
、
多
忙
化
改
善
に
向
け
た

取
組
方
針
を
定
め
、
進
め
て

き
た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
時
間

外
勤
務
時
間
の
減
少
や
過
労

死
ラ
イ
ン
を
超
え
る
時
間
外

の
教
職
員
数
減
少
な
ど
、
一

定
の
成
果
が
現
れ
て
い
る

が
、
抜
本
的
な
改
革
に
つ
な

が
る
教
職
員
定
数
の
改
善
を

引
き
続
き
県
・
国
に
要
望
し

て
い
く
。

堂
下　

相
次
ぐ
台
風
に
よ

り
、
各
地
で
河
川
の
氾
濫
が

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
当
町
の
対
応
は
万
全
と

い
え
る
か
。
ま
た
、
１
日
に

１
か
月
分
の
雨
量
が
記
録
さ

れ
る
豪
雨
を
勘
案
さ
れ
て
い

る
か
。

　

先
般
の
災
害
に
関
す
る
内

容
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
、
町
民
の
理
解
を
得
ら

れ
た
と
考
え
る
か
。、
ま
た
、

避
難
所
は
ス
フ
ィ
ア
基
準
と

比
較
し
て
ど
の
程
度
整
備
さ

れ
た
か
。

町
長　

全
て
の
河
川
で
改
修

は
、
膨
大
な
費
用
と
時
間
を

要
し
、
抜
本
的
な
治
水
対
策

に
は
、
行
き
届
か
な
い
状
況

で
あ
る
。

　

県
で
は
、
国
の
３
か
年
緊

急
対
策
を
活
用
し
た
堆
積
土

砂
の
除
去
や
堤
防
の
上
部
を

舗
装
す
る
な
ど
の
治
水
対
策

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
早
急

に
河
川
改
修
を
進
め
る
よ

う
、
引
き
続
き
県
に
強
く
要

望
す
る
。

　

今
回
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
よ
る
１
度
の
説
明
で
、

す
べ
て
の
理
解
を
得
る
こ
と

は
難
し
い
と
考
え
て
お
り
、

災
害
時
に
お
け
る
住
民
や
地

域
の
取
り
組
み
を
、
そ
れ
ぞ

れ
が
考
え
て
行
動
す
る
第
一

歩
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

環
境
安
全
課
長　

ス
フ
ィ
ア

基
準
に
照
ら
し
、
単
純
に
比

較
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

災
害
時
用
の
備
蓄
物
資
は
、

飲
料
水
、
食
料
と
も
備
蓄
数

量
を
増
や
し
て
お
り
、
新
た

に
給
水
車
を
配
備
し
、
断
水

時
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
る
。
今
後
と
も
備
蓄

物
資
の
拡
充
、
充
実
を
図
っ

て
い
く
。

堂下　健一　議員

教員の働き方改革
労働時間の削減に繋がるか

直ぐに繋がるものではない
教育長

そ
の
他
の
質
問

河
川
の
氾
濫
対
策
は
万
全
か
は

県
に
改
修
を

　
　

強
く
要
望
す
る

町
長

堂
下　

町
長
の
病
院
運
営

に
対
す
る
考
え
を
聞
く
。

富
来
病
院
事
務
長　

今
後
、

人
口
構
成
別
の
推
計
は
、

70
歳
以
上
の
老
齢
人
口
が

十
数
年
横
ば
い
で
、
昨
年

度
行
っ
た
病
床
機
能
改
革

に
よ
り
現
在
の
状
況
は
暫

く
続
く
と
見
込
む
。

　

し
か
し
、
将
来
的
に
は

厳
し
い
状
況
に
な
る
も
の

と
考
え
て
お
り
、
地
域
の

実
情
や
患
者
の
ニ
ー
ズ

に
、
素
早
く
対
応
す
る
経

営
改
革
を
進
め
、
地
域
医

療
を
持
続
す
る
。

【
ス
フ
ィ
ア
基
準
と
は
】

　

災
害
時
の
「
避
難
所
の
質

の
向
上
」
を
考
え
る
上
で
参

考
に
す
べ
き
国
際
基
準

議会だより　しか　№ 58
令和２年１月30日発行 12



町政を町政を問問う !う !

町
長　

平
成
30
年
度
の
が
ん

検
診
の
受
診
率
は
、
部
位
に

よ
り
15
・
９
％
か
ら
22
・
７
％

で
、
県
平
均
を
上
回
る
。

　

受
診
率
の
向
上
の
取
り
組

み
は
、
夜
間
・
休
日
検
診
の

実
施
を
は
じ
め
、
特
定
健
康

診
査
と
の
同
時
実
施
を
行
っ

て
い
る
。住
民
へ
の
周
知
は
、

個
別
通
知
を
は
じ
め
、
広
報

し
か
等
で
行
っ
て
い
る
。

　

当
町
で
は
、
国
が
科
学
的

根
拠
に
基
づ
か
な
い
前
立
腺

が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
４
人
の
前

立
腺
が
ん
が
発
見
さ
れ
、
早

期
治
療
に
繋
が
っ
て
い
る
。

前
立
腺
が
ん
検
診
は
重
要
で

あ
る
と
考
え
、
今
後
も
継
続

す
る
。

稲
岡　

が
ん
検
診
の
受
診
率

は
、
男
性
、
女
性
と
も
に
全

国
的
に
低
い
傾
向
に
あ
る
が
、

受
診
率
向
上
の
取
り
組
み
を

問
う
。

　

海
外
で
は
、
科
学
的
根
拠

に
乏
し
い
と
さ
れ
る
検
査
項

目
に
よ
る
検
診
を
廃
止
す
る

流
れ
に
あ
り
、
根
拠
あ
る
検

査
の
受
診
率
の
向
上
を
目
指

す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
本

町
の
国
の
指
針
に
基
づ
か
な

い
検
診
の
実
施
状
況
と
今
後

の
方
針
を
問
う
。

稲
岡　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社

会
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進

ん
で
い
る
が
、
本
町
で
現
在

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
可

能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
あ
る
か
。

　

今
後
の
観
光
客
や
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
増
加
に
伴
い
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
需

要
は
ま
す
ま
す
高
く
な
る
。

　

行
政
が
旗
振
り
役
と
な

り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、
今
後
の
方
針
を
問
う
。

会
計
管
理
者　

ふ
る
さ
と
納

税
や
町
立
富
来
病
院
の
医
療

費
の
支
払
い
に
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
が
利
用
で
き
、
町

税
や
上
下
水
道
料
金
、
住
宅

使
用
料
、
介
護
保
険
料
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
保

育
料
も
、
ス
マ
ホ
決
済
に
よ

る
収
納
が
可
能
で
あ
る
。

　

観
光
客
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

に
対
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
は
、
商
工
会
の
指
導
や
金

融
機
関
等
の
働
き
掛
け
が
契

機
と
な
り
、
観
光
施
設
や
店

舗
で
は
、
カ
ー
ド
決
済
を
取

り
入
れ
、
最
近
で
は
、
ス
マ

ホ
決
済
ア
プ
リ
も
導
入
す
る

施
設
が
増
え
て
い
る
。

　

今
後
も
、
関
係
機
関
等

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
可

能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大

を
検
討
す
る
。

が
ん
検
診

　

受
診
率
向
上
の
取
り
組
み
は

夜
間
・
休
日
検
診
等
を
実
施
町
長

キャッシュレス社会に向けた取り組みは
可能な行政サービスで拡大を検討する

会計管理者

稲岡　健太郎　議員

広がるキャッシュレス化

議会だより　しか　№ 58
令和２年１月30日発行13
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研修レポート研修レポート
　

10
月
８
日
、
愛
知
県
豊
田

市
を
視
察
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
で

は
、
４
税
（
市
県
民
税
等
）

の
公
金
支
払
い
に
ク
レ
ジ
ッ

ト
支
払
い
を
導
入
し
て
お

り
、
今
後
更
な
る
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
寄
与
す
る
と
感

じ
た
。

　

未
収
債
権
の
一
元
化
は
、

『
徴
収
』
を
目
的
と
し
て
い

る
が
、
税
を
払
え
な
い
潜
在

的
な
生
活
困
窮
者
の
サ
ポ
ー

ト
業
務
に
も
つ
な
げ
て
お

り
、「
公
平
性
の
原
則
よ
り
、

未
納
解
消
分
と
、
民
間
へ
の

委
託
料
が
赤
字
で
も
本
事
業

を
進
め
る
」
と
の
職
員
の
言

葉
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

10
月
８
日
、
愛
知
県
安
城

市
を
視
察
。

　

雨
水
対
策
の
安
城
市
雨
水

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
近
年

頻
発
す
る
集
中
豪
雨
の
対
策

で
、
様
々
な
場
所
に
調
整
池

を
整
備
し
、『
貯
め
る
』
と

い
っ
た
取
り
組
み
を
し
て
い

た
。

　

10
月
８
日
、
愛
知
県
半
田

市
を
視
察
。

　

住
民
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
利
用
し
て
、
道
路
の
陥

没
や
施
設
の
破
損
な
ど
を
直

接
行
政
へ
情
報
提
供
し
、
身

近
な
問
題
を
手
軽
に
解
決
す

る
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。

　

10
月
１
日
、
長
野
県
南
佐

久
郡
北
相
木
村
を
視
察
。

　

32
年
前
か
ら
都
市
部
で
生

活
す
る
小
中
学
生
を
対
象

に
、
村
の
農
家
や
共
同
施
設

で
生
活
し
な
が
ら
地
元
の
小

学
校
に
通
う
山
村
留
学
や
、

児
童
と
と
も
に
保
護
者
の
方

に
も
村
に
住
ん
で
も
ら
う
親

子
山
村
留
学
で
交
流
人
口
拡

大
を
図
っ
て
い
る
。

　

相
木
村
の
方
々
の
取
り
組

む
姿
勢
か
ら
は
、
自
分
た
ち

の
地
域
に
対
す
る
愛
着
、
誇

り
、
自
信
や
児
童
た
ち
へ
の

愛
情
を
強
く
感
じ
た
。

　

10
月
２
日
、
群
馬
県
前
橋

市
を
視
察
。

　

平
成
27
年
に
全
国
ろ
う
あ

者
大
会
が
群
馬
県
で
開
催
さ

れ
、
条
例
制
定
の
機
運
が
高

ま
り
、
翌
年
の
平
成
28
年
か

ら
施
行
さ
れ
た
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
遠
隔

手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
は
、
手

話
通
訳
者
配
置
の
充
実
を
求

め
る
ろ・

・

・
う
あ
協
会
と
の
間
で
、

課
題
が
残
る
と
思
わ
れ
た
。

　

10
月
２
日
、
群
馬
県
前
橋

市
社
会
福
祉
法
人
上
州
水
土

舎
を
視
察
。

　

買
い
物
弱
者
を
対
象
と
し

た
移
動
販
売
と
、
障
が
い
者

の
就
労
継
続
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
組
み
合
わ
せ
た
「
商
業
と

福
祉
施
策
」
の
取
り
組
み
事

例
で
あ
っ
た
が
、
課
題
が
多

い
事
業
と
感
じ
た
。

公
金
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

公
金
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

未
収
債
権
の
一
元
化

未
収
債
権
の
一
元
化

雨
水
対
策

雨
水
対
策

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

住
民
に
よ
る

住
民
に
よ
る

情
報
提
供
の
簡
素
化

情
報
提
供
の
簡
素
化

交
流
人
口
拡
大
に
向
け
た

交
流
人
口
拡
大
に
向
け
た

山
村
留
学

山
村
留
学

手
話
言
語
条
例

手
話
言
語
条
例

遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス

遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス

障
害
福
祉
施
設
に
よ
る

障
害
福
祉
施
設
に
よ
る

買
い
物
難
民
へ
の
移
動
販
売

買
い
物
難
民
へ
の
移
動
販
売

キャッシュレス化による行政サービスの向上が求められる

山村留学の子供たちに元気をもらい、全員が笑顔に

総務産業建設総務産業建設
常任委員会常任委員会

教育民生教育民生
常任委員会常任委員会

議会だより　しか　№ 58
令和２年１月30日発行 14



移
住
定
住
促
進

・
定
住
対
策
の

視
察
受
入
れ

　

11
月
22
日
、
移

住
定
住
促
進
・
定

住
対
策
な
ど
を
意

見
交
換
い
た
し
ま

し
た
。

　

10
月
２
日
、
宮
城
県
女
川

町
の
東
北
電
力
㈱
女
川
原
子

力
発
電
所
を
視
察
。

　

３
・
11
の
地
震
発
生
時
は

運
転
中
で
あ
っ
た
が
、
過
去

　

10
月
２
日
、
宮
城
県
女
川

町
を
視
察
。

　

３
・
11
の
震
災
後
８
年

間
で
人
口
の
35
％
、
約
３
，

５
０
０
人
の
人
口
減
少
と

な
っ
て
い
る
。

　

被
災
し
た
他
の
自
治
体
が

津
波
対
策
と
し
て
巨
大
な
防

潮
堤
を
建
設
し
て
い
る
中
、

女
川
町
は
海
と
共
に
発
展
し

て
き
た
経
緯
か
ら
、
ひ
な
壇

構
造
に
よ
り
海
へ
の
視
界
を

の
地
震
や
津
波
に
よ
る
災
害

を
調
査
し
、
計
画
的
に
災
害

に
備
え
た
対
策
を
行
っ
て
き

た
結
果
、
正
常
に
停
止
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
、
更
に
施
設

内
へ
住
民
３
６
４
名
の
避
難

を
受
入
れ
た
。
住
民
を
含
め

た
町
側
と
電
力
会
社
側
と
の

間
に
は
、
強
固
な
信
頼
関
係

が
築
か
れ
て
い
る
の
だ
と
感

じ
た
。

　

震
災
後
は
、
新
規
制
基
準

へ
の
適
合
審
査
を
重
ね
、
被

災
し
た
発
電
所
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
再
稼
働
目
前
ま

で
進
ん
で
い
る
事
な
ど
が
、

住
民
理
解
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
思
え
た
。

　

志
賀
原
子
力
発
電
所
と
同

じ
沸
騰
水
型
の
原
子
炉
を
採

用
し
て
い
る
が
、
安
全
対
策

に
関
す
る
考
え
、
規
制
委
員

会
と
の
協
議
、
住
民
と
の
関

係
性
は
、
当
町
よ
り
一
歩
も

二
歩
も
進
ん
で
い
る
と
感
じ

た
。

確
保
し
た
減
災
の
対
応
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

津
波
に
負
け
な
い
海
の
町

を
作
っ
て
い
こ
う
と
す
る
強

い
意
欲
を
感
じ
た
が
、
大
き

な
災
害
の
再
来
が
な
い
こ
と

を
お
祈
り
し
た
い
。

　

10
月
３
日
、
宮
城
県
石
巻

市
を
視
察
。

　

同
市
議
会
で
は
、
議
会
開

催
に
よ
る
審
議
は
も
と
よ

り
、
中
央
へ
の
要
望
、
条
例・

議
決
な
ど
の
先
決
処
分
の
条

件
緩
和
な
ど
、
行
政
が
災
害

対
応
に
全
力
で
専
念
で
き
る

よ
う
協
力
・
支
援
を
行
っ
た
。

　

市
で
は
、
防
災
セ
ン
タ
ー

を
建
設
し
、
各
関
係
機
関
が

駐
留
で
き
る
機
能
を
備
え
、

常
設
化
す
る
こ
と
で
迅
速
な

対
応
を
可
能
と
し
て
い
る
。

東
北
電
力
㈱

東
北
電
力
㈱

　

女
川
原
子
力
発
電
所

　

女
川
原
子
力
発
電
所

原子力発電所対策原子力発電所対策
特別委員会特別委員会

女
川
町
役
場

女
川
町
役
場

石
巻
市

石
巻
市

防
災
セ
ン
タ
ー

防
災
セ
ン
タ
ー

新潟県新潟県
　田上町議会　田上町議会
　　　が来訪　　　が来訪

女川町役場前（3.11ではここまで津波が押し寄せ、お亡く
なりになった方のお名前が刻まれている慰霊碑前で）

議会だより　しか　№ 58
令和２年１月30日発行15
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議会改革活性化特別委員会
※議会の改革及び活性化に関することを所管する委員会です。

　

志
賀
町
議
会
の
議
会

改
革
活
性
化
特
別
委
員

会
で
は
、
来
年
度
か
ら

実
施
す
る
予
定
の
議
会

報
告
会
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
る
。

　

報
告
会
は
、
議
会
側

と
住
民
側
が
対
面
し
て

行
う
一
般
的
な
形
式
で

は
な
く
、
住
民
か
ら
の

意
見
や
提
言
を
よ
り
広

く
よ
り
深
く
掘
り
下
げ

る
た
め
に
、
対
話
を
重

視
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
で
行
う
。
参
加

者
同
士
の
議
論
を
活
性

化
す
る
た
め
に
、
議
員

一
人
ひ
と
り
が
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
と
な
り
、

意
見
交
換
の
場
と
し
て

充
実
し
た
も
の
と
な
る

こ
と
を
目
指
す
。

　

同
委
員
会
で
は
、
将

来
的
に
議
案
審
議
に
も

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
入
れ
、
従
来
の

質
疑
中
心
の
会
議
か
ら
、

議
員
間
討
議
に
よ
る
、

対
話
を
重
視
し
た
会
議

と
な
る
こ
と
を
目
標
と

し
、
技
術
向
上
の
た
め

に
研
鑽
を
重
ね
て
い
る
。

対
話
対
話
す
る
す
る
議
会
議
会
をを  

め
ざ
し
て

め
ざ
し
て

議会報告会議会報告会やや議員間討議議員間討議をを
ファシリテーションファシリテーションによってによって活性活性化化

【ファシリテーションとは】
会議を円滑にし、合意形成や相互理解
を成立させるための手法のひとつ。

議会だより　しか　№ 58
令和２年１月30日発行 16



志賀町ホームページの
　ココをクリック

志賀町議会の
ホームページの
ココをクリック

志賀町議会

志賀町議会志賀町議会
　ホームページ　ホームページ

ホームページから議会映像も閲覧できます。ホームページから議会映像も閲覧できます。

議会だより　しか　№ 58
令和２年１月30日発行17
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 どんなところ?? 　議会は町民の代表であり、町の仕事
が正しく行われるように、町長に対し
て仕事のチェックや提案をします。
　議会が、どのような活動をしている
のか知るために、

本会議を傍聴してみませんか。

本議会本議会ってって

委員会委員会ってって

　町の予算や条例など重要なものについては、本会議の場で多数決により決定して、はじめて町長は執
行することができます。
　本会議には、定例会と臨時会があります。定例会は、年４回（３月、６月、９月、12月）に招集され、
臨時会は、急を要する場合などに特定の案件を示して招集されます。

　議会で取り扱う議案は数も多く、内容も幅広い分野にわたります。そこで、これをいくつかの部門に
振り分けて専門的、効率的に審査するため、委員会が設けられています。
　委員会には、常に設置されている常任委員会、議会運営委員会と、必要に応じて設置される特別委員
会があります。本会議では、委員会の審査結果を参考にして最終的な意思決定が行われます。

　　　　　　　には、総務産業建設、教育民生、予算決算の委員会があります。
　委員の定数は、総務産業建設と教育民生が７人、予算決算が議長を除く全議員となっています。委員
の任期は２年で、それぞれ担当の所管事務について審査権をもっています。

　　　　　　　には、原子力発電所対策、議会改革活性化、議会広報の委員会があります。
　特別委員会は、本会議の議決によって必要に応じて設置され、委員の定数も議決によって決まります。
委員の任期は、その委員会の目的が達成されるまでとなります。

　　　　　　　　　は、議会がスムーズに運営されるよう、議長の諮問機関として設置されています。
　委員の定数は５人で、会期の設定、議案・請願等の取り扱いなど、議会運営に関する事項について協
議を行っています。委員の任期は２年で、議会の運営や条例等の草案に関する権限をもっています。

常任委員会

特別委員会

議会運営委員会

??

??
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議会って   どんなところ議会って  

① 役場２階の議会事務局で「傍聴証」　
　 を受け取ります。（定員は 30人）

② 「傍聴証」を首にかけて３階の傍聴
　 席に入ります。

⬇⬇

本会議を傍聴するには

定例会の標準的な流れ

会期の約10日前 議会の招集（町長が議会を招集します。）

町政に関する一般質問（議員が町政について質問を行います。）
委員会への付託（担当する委員会に議案の審査を託します。）

≪開会≫
会期の決定（定例会の日数を決めます。）
諸般の報告（議長に提出された各種事項について議員に報告します。）
提案理由説明（町長が町の近況や議案説明をします。）

委員会の審査報告（各委員会の審査結果を本会議で報告します。）
議案の討論（議案について議員が賛成・反対の立場で意見発表をします。）
議案の採決（議案の可否について決定をします。）
≪閉会≫

委員会の審査（議案を審査し賛成すべきかどうか決定します。）

議案の審査や議会の運営についての協議（議員全員で協議をします。）

本会議
（１日目）

本会議
（３日目）

本会議
（２日目）

委員会

全員協議会

会　
　

期　
　

中

通
年

⬇⬇

⬇⬇

⬇⬇

⬇⬇

傍聴席では・必ず係員の指示に従ってください。
・携帯電話をお持ちの方は、マナーモード
にするか電源を切ってください。
・カメラやビデオカメラの類の持ち込みは
できません。
・拍手や私語、飲食等はできません。静か
に傍聴してください。
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２/25
（火）

本会議
10：00

議案の上程
　（町長が町の近況や議案説明をします。）

３/３
（火）

本会議
10：00

一般質問
　（議員が町政について質問をします。）

3/13
（金）

本会議
14：00

議案の採決
　（議案の可否について決定をします。）

３月定例会本会議の日程(予定)です。傍聴に来ませんか。

グループ紹
介 36

2020

個
性
が
際
立
つ
伝
統
太
鼓

　
《
一
つ
の
太
鼓
を
小
ば

い
が
心
地
よ
く
リ
ズ
ム（
調

子
）
を
刻
み
、
大
ば
い
が

力
強
く
打
ち
込
む
》
こ
れ

こ
そ
が
志
賀
の
太
鼓
の
源

流
で
あ
り
昭
和
49
年
に
志

賀
疾
風
太
鼓
保
存
会
設
立

以
来
、
能
登
を
代
表
す
る

団
体
と
し
て
伝
統
の
演
奏

ス
タ
イ
ル
を
守
り
続
け
て

45
年
が
経
過
し
ま
し
た
。　

　

昨
今
は
多
く
の
太
鼓
を

並
べ
た
創
作
太
鼓
が
目
立

つ
中
、
逆
に
町
外
に
出
れ

ば
国
内
各
地
は
も
ち
ろ
ん

海
外
で
も
素
朴
で
力
強
い

打
ち
込
み
の
能
登
の
伝
統

太
鼓
が
大
い
に
好
評
を
博

し
ま
す
。
と
い
う
の
も
舞

台
に
太
鼓
一
つ
だ
か
ら
こ

そ
、
一
点
集
中
で
打
ち
手

の
個
性
と
技
量
を
た
っ
ぷ

り
鑑
賞
で
き
る
点
に
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

志
賀
の
太
鼓
を
内
外
に
発
信

　

町
内
の
古
参
チ
ー
ム
と

し
て
常
に
リ
ー
ド
役
を
担

い
な
が
ら
志
賀
の
太
鼓
を

内
外
に
力
強
く
発
信
し
て

き
ま
し
た
。

　

古
く
は
町
指
定
の
観
光

使
節
団
と
し
て
、
そ
の
後

は
町
祭
や
石
川
の
太
鼓
、

志賀疾風太鼓保存会志賀疾風太鼓保存会

国
民
文
化
祭
な
ど
勢
力

的
に
出
演
し
志
賀
の
太
鼓

の
リ
ズ
ム
を
着
実
に
広
め

る
中
、
今
日
の
「
志
賀
の

太
鼓
連
絡
協
議
会
」
設
立

や「
こ
れ
で
も
か
！
太
鼓
」

の
企
画
に
も
中
心
的
立
場

で
関
わ
り
「
志
賀
町
＝
太

鼓
の
町
」
の
礎
を
築
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
町
外
チ
ー
ム
へ

の
太
鼓
指
導
や
県
太
鼓
連

盟
主
催
の
太
鼓
教
室
も
多

く
こ
な
し
て
き
ま
し
た
。

先
輩
か
ら
後
輩
に
つ
な
ぐ

太
鼓
の
こ
こ
ろ

　

現
在
の
会
員
数
は
20
名

で
、
古
参
チ
ー
ム
ら
し
く

20
代
か
ら
70
代
ま
で
幅
広

い
年
齢
層
の
メ
ン
バ
ー
が

連
綿
と
会
の
伝
統
を
つ
な

い
で
い
ま
す
。

45年の歴史を持つ志
賀疾風太鼓保存会の皆
さんを訪ね、お話をお
聞きしました。

頑
な
に
伝
統
太
鼓
に
こ
だ
わ
る

頑
な
に
伝
統
太
鼓
に
こ
だ
わ
る

〜
50
周
年
へ
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
〜

　

さ
ら
に
30
年
ほ
ど
前
か

ら
子
供
た
ち
へ
の
伝
統
芸

能
承
継
を
目
的
に
ジ
ュ
ニ

ア
指
導
を
開
始
し
、
今
日

で
は
志
賀
疾
風
志
童
と
し

て
大
人
に
負
け
ず
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
は
元
会
長

の
高
野
靖
博
氏
が
栄
え
あ

る「
北
国
風
雪
賞
」と「
志

賀
町
文
化
功
労
章
」
を
受

賞
し
た
こ
と
か
ら
、
一
同

こ
れ
を
誇
り
に
５
年
後
に

迎
え
る
結
成
50
周
年
に
向

け
一
層
精
進
す
る
決
意
を

新
た
に
し
て
い
ま
す
。

し か は や て た い こ ほ ぞ ん か い 　

息の合った太鼓を披露　

力強い打ち込み
一つの太鼓に込められた能登の伝統太鼓
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